
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

今年１月２９日からスタートした竹田地域協議会も、早いもので２ヶ月。地域振興部、産業振興部、教 

育民生部の３部会が、それぞれ地域の抱える課題の改善を目標としてスタートしました。竹田の将来像を、

地域の方々みんなで考え、描きながら、少しずつ、少しずつ、手をつなぎ合って進めていきましょう！ 

 

   ① 事務局設置場所：竹田公民館１階事務所（電話・ＦＡＸ ４４－２５３５） 

   ② 事務局員氏名：安 田 和 世   （住所：三朝町穴鴨） 
    

事務局員 勤務時間（基本時間） 

曜 日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

不定期月発行 竹田地域協議会

平成１９年 ４月 ２日 発行

TEL・FAX：４４－２５３５ 

E-mail： 

takeda@town.misasa.tottori.jp

午前中 午前中 １ 日 午前中 
時 間 

8:30 ～ 12:30 8:30 ～ 12:30 8:30 ～ 17:30 8:30 ～ 12:30

注 意： 上記は、基本時間です。夜の会議及び行事・都合により変更もあります。 
    変更等がありましたら、【玄関に張り出す】などでお知らせします。 

☆☆☆ 気軽に立ち寄って下さい。お待ちしております！ ☆☆☆ 

 

   ③ 施設利用について 
○ 施設の利用申し込みを竹田公民館（地域協議会事務局）で受けます。 

○ 施設利用時の【カギ】の受け渡しを下記の場所で行っていますので、防犯・防災上、ご面倒

ですがご理解をお願いします。 

     カギの受け渡し場所 

☆ 地域協議会会長 《上西谷 清水光雄》 宅 

☆ 事 務 局 員 《穴  鴨 安田和世》 宅 

          地域みんなの施設です。ルールを守り、気持ちよく施設を使いましょう。 
注１． 必ず使用申し込みを行い、使用日誌を記入してください。 

注２． 使用後は、清掃を必ず行い、ゴミを持ち帰ってください。 

＊ルールが守れない場合は、使用を禁止することもあります。 
 

発見！! 地域の宝  【竹田の風景】 
『文化的景観』って知ってますか？ 聞きなれない言葉ですが、世界遺産登録運動展開中の三

徳山も登録にあたってのカギを握るのが、この『文化的景観』です。 

要するに･･『地域の歴史や風土との関連で作り上げられた、その土地独自の景観』ということです。

 平成１５年に発刊された「農林水産業に関する文化的景観の保護に 

関する調査研究（報告）」では、全国的に調査が行われた中でも三朝 

町から２箇所が調査対象として候補になっていました。 

一つ目が河川景観として『三朝温泉河原風呂』、二つ目が水田景観 

として『穴鴨の石垣の棚田』が、調査候補として選ばれています。 

そこに住んでいるものから見れば、何気ない、いつもの風景ですが、 

チョット違う視点で見れば、美しく貴重な【地域の宝】として、目に 

映るものです。私たちの竹田にはすばらしい宝ありますネ。 

みなさんも廻りを見つめ直してみては？（何かに活かせるかな？） 



 
 
 
 
 

 

 
                                                        
 
 
 

交通安全協会竹田分会から【お願い】 
 

４月１日（日）9:30 から、子どもたちを交通事故

から守るため、ドライバーに注意を促す《通学路の看

板》を設置します。 

地域の子どもを守り育てる活動として、皆様の方の

ご協力をお願いします。 

４月 主な行事予定 
地域協議会 

21日（土）竹田地域ソフトバレー大会
 
南小学校 

9日（月）始業式 
10日（火）入学式 

17～18日（金）船上山宿泊研修 
20日（金）参観日・ＰＴＡ総会 
26日（木）全校遠足 

               
シリーズその５「学校評価をもとに元気な南小づくり」№８ 

 

元気な南小づくりに向けて４視点から学校評価項目を作成しました。今回は、その４視点目を紹介します。

  Ⅳ その他 

○ 学校は学校教育目標や学校経営方針を分かりやすく伝えているか。 

（学校だより、ＰＴＡ総会、保護者会等） 

    ○ 学校は学校を公開する努力をしているか。（学校行事、保護者会、授業参観等） 

    ○ 学校は家庭との連絡等意思の疎通を図るよう努力するとともに保護者が相談できる体制ができて

いるか。（学級だより、連絡帳、家庭訪問等） 

    ○ 学校は地域の活動に協力的であり、また必要に応じて地域の意見や要望を取り入れる体制ができ

ているか。 

    ○ 学校は校舎内外の安全管理を適切に行っているか。 

    ○ 学校は掃除が行き届いており、教育環境も整備されているか。 

    ○ 学校は不審者対策を十分に行っているか。（登下校、防犯教室等） 

    ○ 学校はリサイクルや省資源等環境問題に関心を持つような工夫や指導を行っているか。 

    ○ 学校は英語活動や国際交流員さんとの交流を積極的に進めているか。 

    ○ 学校はコンピュータや視聴覚機器等の教材・教具を積極的に活用しているか。 
 

今回を含め、これまで４視点の学校評価項目を紹介してきました。この評価項目をもとにして来年度、

力を入れていく事についての話し合いを行いました。（下記のとおり） 

この内容が、目標で終ってしまう事が無いよう、達成に向けてガンバっていきたいと考えています。 

  ◇ 分かりやすい授業づくりと一人ひとりを鍛えあげる指導の充実 

    ・ 目的を明確にしたコンピュータの利活用 

    ・ 学期に１回くらいの割合で全校テストの実施（１００点になるまで繰り返す） 

  ◇ 道徳の時間（３５時間）の確保と指導内容の工夫・改善 

  ◇ 学びの基礎・基本である特別活動の充実 

    ・ 多数決に頼らず、折り合いをつける話し合い活動の推進 

  ◇ 安全管理・環境整備への取り組み 

    ・ 月１回の安全点検を通しての校舎内外の整備 

  ◇ 積極的な情報発信・保護者への納得のいく対応、地域行事等への参加 

～～～ 来年度もいろいろとお世話になります。よろしくお願いします。 ～～～ 

（文責：森反 幸政）



 


